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主な内容
水害等の防災情報の伝え方が変わりました 2
丹生川支団白井班が優勝 ～市消防操法大会～ 3
今年は参議院議員通常選挙の年です 4

若者等活動拠点施設（仮称）を整備しています 6
ご声援ありがとうございました
　　～飛驒高山ウルトラマラソン～ 7

子ノ原高原を染め上げるレンゲツツジ
　梅雨の晴れ間、御嶽山（写真）と乗鞍岳を望む子ノ原高原にあ
る県指定天然記念物「子ノ原高原レンゲツツジ群落」で、鮮やかな
朱色のレンゲツツジが一面を染め上げました。
【6月14日撮影：無印良品南乗鞍キャンプ場（高根町子ノ原高原）】
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【クマ出没注意！】 野外活動や山に入るときは、鈴やラジオなど音の出るものを身につけましょう
目撃情報は、農務課（平日35-3141／休日・夜間32-3333）または高山警察署（32-0110）にお寄せください

防災情報をあなたのスマホにお届けします
市公式LINE
スマートフォン等でLINEアプ
リを開き、友だち検索画面で
「@takayama」を検索し友だ
ち登録していただくか、下の
QRコードを読み込んで登録し
てください。

メール配信サービス
携帯電話から下記アドレスを入
力し、手順に従って登録します。
https://service.sugumail.
com/takayama/
また、下のＱＲコードを読み取
ることにより、登録
画面に進むことも
できます。

問合 広報情報課 ☎35‒3134

警戒
レベル
※1

避難情報等
〔市が発令〕 住民がとるべき行動 気象情報等

〔国や県が発表〕

55 災害発生情報  ※2 ●命を守るための最善の行動
   ※3

大雨特別警報
氾濫発生情報

4
避難指示（緊急）

●速やかに避難先へ避難 ※4
土砂災害警戒情
報・氾濫危険情
報など避難勧告

3 避難準備・高齢者等
避難開始

●避難に時間を要する方は、避難
　を開始
●その他の方は、避難を準備

大雨警報
洪水警報
氾濫警戒情報
など

2
（気象情報を気象庁
が発表します。）

●ハザードマップ等により、避難
　先や避難経路を確認

大雨注意報
洪水注意報

11 早期注意情報

警戒レベルを用いた避難情報
等を発信します
　平成30年7月豪雨災害を踏まえ、国では、住民のみな
さんが気象情報や避難情報などの防災情報の意味を直感的
に理解できるよう、新たに5段階の警戒レベルを用いた避
難情報の運用を開始しました。当市でも、警戒レベルを用

いた避難勧告等の避難情報を市民の皆さまにお伝えしていきます。
　警戒レベルに応じた「自身がとるべき行動」をご確認いただき、災害に備えてください。

災
害
か
ら
身
を
守
る

災
害
か
ら
身
を
守
る
！！！！

水
害
や
土
砂
災
害
の
防
災
情
報
の
伝
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た

※１ 警戒レベルは必ずしも１から５の順番に発令されるとは限ら
　　ないのでご注意ください。
※２ 災害が実際に発生していることを把握した場合に、可能な
　　範囲で発令し、災害の発生を伝え住民に命を守る最善の行
　　動を求めるものです。
※３ 自宅から移動することが危険な場合は、自宅や近隣の丈夫
　　な建物などの２階以上に緊急的に避難することが命を守る
　　最善の行動となることもあります。
※４ 離れて暮らす家族に電話をして避難を促す「逃げなきゃコー
　　ル」も確実な避難行動のために有効です。大切な人への避
　　難を呼びかけましょう。

大大

小小

危　

険　

度

危　

険　

度

問合 危機管理課　☎35-3345

問合 危機管理課　☎35-3345

防災テレホンサービス
の番号が変わります
　防災行政無線の内容を電話で確認
できる防災テレホンサービスの番号
が変わりました。今回の変更により、
ほぼ話し中となることなく、電話が繋
がるようになります。

新しい番号　０１８０‒９
緊

９
急

５
ご

‒
ー

６
ろ

９
く

０
おん
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丹
生
川
支
団
白
井
班
が
優
勝

第
15
回
高
山
市
消
防
操
法
大
会

　

第
15
回
高
山
市
消
防
操
法
大
会
が
６
月
16
日
、
飛
驒
エ
ア
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
、

ポ
ン
プ
車
操
法
競
技
に
18
隊
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
支
団
と
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

競
技
を
行
い
、
結
果
、
丹
生
川
支
団

白
井
班
が
優
勝
、
高
山
支
団
八
幡
班

が
準
優
勝
、
高
山
支
団
陣
屋
班
が
３

位
と
な
り
ま
し
た
。

第
３
回 

市
議
会
定
例
会
が
閉
会

　

６
月
４
日
に
開
会
し
た
市
議
会
第

３
回
定
例
会
は
６
月
25
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
補
正
予
算

な
ど
市
長
お
よ
び
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
案
件
は
次
の
と
お
り
報
告
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
案
件

●
報
告
案
件（
５
件
）

▽
損
害
賠
償
額
の
決
定
の
専
決
処
分

▽
継
続
費
繰
越
計
算
書（
一
般
会
計
）

　

ほ
か

●
条
例
案
件（
７
件
）

▽
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

▽
市
児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
条
例
の
一

　

部
改
正

▽
市
福
祉
医
療
費
助
成
金
条
例
の
一

　

部
改
正

▽
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

▽
市
体
育
施
設
等
の
設
置
及
び
管
理

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

▽
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

●
事
件
案
件（
２
件
）

▽
高
規
格
救
急
車
一
台
お
よ
び
救
命

　

処
置
用
資
器
材
一
式
の
取
得

▽
市
道
路
線
の
変
更

●
予
算
案
件（
２
件
）

▽
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
の

　

実
施
な
ど
４
億
９
，３
０
０
万
円
余

　

の
一
般
会
計
補
正
予
算

▽
介
護
保
険
の
１
号
保
険
料（
第
１
〜

　

第
３
段
階
）の
軽
減
強
化
に
伴
い
財

　

源
振
替
す
る
介
護
保
険
事
業
特
別

　

会
計
補
正
予
算

●
議
員
発
議（
２
件
）

▽
総
合
計
画
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　

の
設
置

▽
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関

　

す
る
意
見
書

問
合

議
会
事
務
局

　
　

   

☎
35‒

３
１
５
２

         

℻   

35‒

３
１
７
０

         

広
報
ID 

１
０
１
０
６
９
９

火災の発生場所や状況は電話でもご確認いただけます
消防情報の電話案内　☎0180-995-911

県
消
防
操
法
大
会
が
高
山

で
開
催
さ
れ
ま
す

　

高
山
市
消
防
操
法
大
会
で
優
勝
し

た
丹
生
川
支
団
白
井
班
と
準
優
勝
の

高
山
支
団
八
幡
班
の
ほ
か
、
各
地
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
県
下
28
消

防
協
会
29
隊
に
よ
る
県
大
会
が
高
山

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
バ
ザ
ー
も
出
店
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
来
場
い
た
だ
き
、
消
防
団
員
の
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

「
消
防
感
謝
祭
」第
68
回
岐
阜
県

消
防
操
法
大
会

期
日　

８
月
４
日
㈰

時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
頃

場
所　

飛
驒
エ
ア
パ
ー
ク

　
　
　
（
丹
生
川
町
北
方
）

問
合

消
防
総
務
課

　
　

   

☎
34‒

３
７
９
２

丹生川支団白井班丹生川支団白井班
（左から（左から東東

ひがしひがし

元元
も とも と

直直
なおなお

樹樹
きき

さん、さん、谷谷
たにたに

口口
ぐちぐち

宏宏
ひろひろ

志志
しし

さん、 さん、 奥奥
おくおく

田田
だだ

俊俊
としとし

彦彦
ひこひこ

さん、さん、
中中
なかなか

井井
いい

裕裕
ゆうゆう

一一
いちいち

さん、 さん、 冨冨
ふふ

士士
じじ

井井
いい

優優
ゆうゆう

さん、さん、東東
ひがしひがし

元元
も とも と

達達
たつたつ

哉哉
やや

さん）さん）

高山支団八幡班高山支団八幡班
（左から（左から野野

のの

畑畑
ばたばた

和和
かずかず

久久
ひさひさ

さん、さん、柚柚
ゆゆ

村村
むらむら

守守
もりもり

一一
かずかず

さん、 さん、 和和
わわ

仁仁
にに

功功
こうこう

治治
じじ

さん、さん、
山山
やまやま

下下
したした

慎慎
しんしん

司司
じじ

さん、 さん、 落落
おちおち

伏伏
ぶしぶし

紘紘
ひろひろ

己己
きき

さん、さん、川川
かわかわ

原原
はらはら

良良
りょうりょう

太太
たた

さん）さん）
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

今
年
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
る
年
で
す
。

　

大
切
な
権
利
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
貴
重
な
１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

        

投
票
方
法

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
選
挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選

挙
の
２
票
制
で
行
わ
れ
ま
す
。

①
選
挙
区
選
挙（
岐
阜
県
選
挙
区
の
定
数
は
１
）

　

う
す
い
黄
色
の
投
票
用
紙
に
は
、
岐
阜
県
選
挙
区
に
立
候

補
し
た
候
補
者
の
中
か
ら
１
人
を
選
ん
で
、
そ
の
候
補
者
名

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

        

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
期
日
前
投
票
を
し
ま

し
ょ
う
。
市
内
の
ど
こ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

※
入
場
券
が
届
く
前
で
も
期
日
前
投
票
は
で
き
ま
す
。

       

代
理
投
票
と
点
字
投
票

　

障
が
い
等
で
投
票
用
紙
に
文
字
を
記
載
で
き
な
い
方
の
た

め
に
、
代
理
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
投
票

管
理
者
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
従
事
者
の
中
か
ら
補
助
者
２

名
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
内
１
人
が
選
挙
人
の
指
示
に
従
っ
て

投
票
用
紙
に
記
入
し
、
も
う
１
人
が
、
指
示
ど
お
り
記
入
さ

れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
投
票
所
に
は
、
点
字
投
票
用
の
投
票
用
紙
や
点
字

器
が
用
意
し
て
あ
り
、
点
字
で
の
投
票
も
で
き
ま
す
。

       

比
例
代
表
選
挙
の
当
選
人
決
定
方
法
・

　
　

特
定
枠
の
導
入

　

比
例
代
表
選
挙
で
は
、
ま
ず
政
党
の
得
票
数
に
基
づ
い
て

各
政
党
の
当
選
人
の
人
数
が
決
ま
り
ま
す
。
政
党
の
得
票
数

は
、
候
補
者
個
人
の
得
票
と
政
党
名
の
得
票
を
合
算
し
た
も

の
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
各
政
党
に
配
分
さ
れ
た
当
選
人
の
人
数
の
な
か
で
、

得
票
数
の
多
い
順
に
当
選
人
が
決
ま
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
30
年
10
月
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り

導
入
さ
れ
た
特
定
枠
の
候
補
者
が
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
特
定

枠
に
記
載
さ
れ
た
候
補
者
を
、
名
簿
記
載
の
順
位
の
通
り
に

当
選
人
と
し
、
そ
の
他
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
そ
の
得
票
数

の
多
い
順
に
当
選
人
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
枠
の
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
投
票
は
、

政
党
へ
の
投
票
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
　

  

投
票
時
間
・
投
票
所
・
入
場
券

　

投
票
時
間
や
投
票
所
は
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
載
の
あ
る
投
票
所
以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
入
場
券
は
公
示
日
後
に
郵
送
し
ま
す
。

②
比
例
代
表
選
挙
は「
非
拘
束
名
簿
式
」で
行
わ
れ
ま
す
。
白

色
の
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
候

補
者
名
ま
た
は
政
党
な
ど
の
名
称
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

岐
阜
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
投
票

　

う
す
い
黄
色
の
投
票
用
紙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
投
票

白
色
の
投
票
用
紙

  

候
補
者
名
を
記
入

候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
候
補
者

名
ま
た
は
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名

称
を
記
入

期
日
前
投
票
所

開
設
期
間

市
役
所
本
庁

公
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

各
支
所

投
票
日
の
７
日
前
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま

で
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

ま
ち
ス
ポ
飛
驒
高
山

（
天
満
町
１
）

投
票
日
の
前
日

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

ラ
ク
ー
ル
飛
驒
高
山

（
国
府
町
金
桶
）

投
票
日
の
前
日

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

※
で
き
る
限
り
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
紙
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
選
挙
日
程
が
閣
議
決
定
さ
れ

　

る
前
に
作
成
し
て
い
る
た
め
、
投
票
日
が
記
載
さ
れ
て
い

　

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
HP
や
広
報
た
か
や
ま
７
月
15
日
号

　

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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　「高山市少年の主張コンクール」（高山市青少年育成市民会
議主催）が 6月23日、市民文化会館で開催され、市内の中学
生16人が、社会に向けた意見、未来への希望や提案、身の回
りの人達との関わりなど、心からの思いや感銘を受けたことなど
を発表しました。審査の結果は次のとおりです。なお、最優秀
賞の 4人は飛驒地区選考会（映像審査）に推薦されます。
入賞された皆さん（発表順）
◆最優秀賞
江
え

間
ま

　亮
りょう

太
た

さん（丹生川中学校）
狭
はざ

間
ま

　頼
らい

吾
ご

さん（清見中学校）
櫻
さくら

本
もと

　夏
なつ

海
み

さん（松倉中学校）
山
やま

本
もと

　つくしさん（荘川中学校）
◆優秀賞
石
いし

原
はら

　美
み

澄
すみ

さん（東山中学校）
船
ふな

坂
さか

　李
り

来
こ

さん（国府中学校）
上
かみ

北
きた

　拳
けん

さん（中山中学校）
和
わ

田
だ

　凌
りょう

来
き

さん（中山中学校）

　
　

 

名
簿
登
録
地
以
外
の
市
区
町
村
の
選
挙 

　

    
管
理
委
員
会
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

進
学
や
就
職
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
、
選
挙
期
間
中
、
名

簿
登
録
地
以
外
の
市
区
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞
在

先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
最
初
に
名
簿
登
録
地
の
市

区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に「
宣
誓
書
兼
請
求
書
」を
郵
送

で
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
滞
在
先
に
郵
送
さ
れ
た
投
票
用

紙
な
ど
を
持
参
し
て
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
投
票
方
法
は
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

 

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
な
ど
で
、
要
件
に
該
当
す

る
方
は
、
自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵

送
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象
者
で
、
自
分
で
投
票
に

関
す
る
記
載
が
で
き
な
い
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
た
方

に
代
理
で
投
票
に
関
す
る
記
載
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す

の
で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、
投
票
用
紙
交
付

請
求
書
と
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
投
票
日
の
４
日
前
午
後
５

時
ま
で
に
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
35‒

３
１
３
３

キャッシュレス決済端末の導入支援
　国では 10月1日に予定されている消費税率引上
げ後の消費喚起対策として、増税後9カ月間、消費
者がキャッシュレス決済手段を用いて、小売店・サー
ビス業者・飲食店等で支払いを行った場合、決済金
額の一部が消費者にポイント還元（原則5％）される事
業の実施を予定しています。
　国では、この事業に参画する事業者の加入を促進
するため、中小・小規模事業者向けに次の支援を行っ
ています。
①キャッシュレス決済端末の導入費用を支援（自己負
　担なし）
②事業実施期間中の決済手数料を１／３補助
　キャッシュレス決済端末の導入を検討されている事
業者の方は、ぜひ、この支援制度をご活用ください。
　本制度の詳細については、下記の専門窓口にお問
い合わせください。
問合

 
ポイント還元窓口（中小・小規模事業者向け）

☎0570‒000655（受付時間  平日10:00～ 18:00）
ホームページ　https://cashless.go.jp

平成30年7月豪雨災害義援金
の受付期間再延長
　日本赤十字社では、下記のとおり義援金の受
付期間を延長することになりました。皆さまの温
かいご支援をお願いします。
　なお、受付期間を延長する対象県は、岡山県、
広島県、愛媛県です。
義援金名　平成30年7月豪雨災害義援金
受付期間　令和2年6月30日㈫

問合
 
日本赤十字社高山市地区事務局

　　  （福祉課内）　☎35-3356

少年の主張コンクール
～未来の社会を担う中学生の思い～

問合
 
青少年育成市民会議事務局（生涯学習課）

　　　☎35-3155

◆奨励賞
田
た

中
なか

　志
し

歩
ほ

さん（松倉中学校）
三
さん

瀬
せ

　香
か

穂
ほ

さん（宮中学校）
今
いま

井
い

　希
のぞみ

さん（久々野中学校）
山
やま

上
かみ

　舞
まい

香
こ

さん（朝日中学校）
坂
さか

本
もと

　麻
ま

衣
い

さん（日枝中学校）
齋
さい

藤
とう

　結
ゆ

衣
い

さん（東山中学校）
新
あら

井
い

　美
み

里
り

さん（北稜中学校）
中
なか

沢
ざわ

　実
み

侑
ゆう

さん（日枝中学校）

最優秀賞のみなさん最優秀賞のみなさん
（左から（左から江江

ええ

間間
まま

亮亮
りょうりょう

太太
たた

さん、さん、狭狭
はざはざ

間間
まま

頼頼
らいらい

吾吾
ごご

さん、さん、櫻櫻
さくらさくら

本本
もともと

夏夏
なつなつ

海海
みみ

さん、さん、
山山
やまやま

本本
もともと

つくしさん）つくしさん）
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令
和
２
年
度
オ
ー
プ
ン
に
向
け
整
備
中
で
す

若
者
等
活
動
拠
点
施
設（
仮
称
）

　

市
で
は
、「
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新
事
業
」の
一
環
と
し
て
、

下
二
之
町
の「
旧
村
田
邸
」を
活
用
し
た
若
者
等
の
活
動
拠
点

と
な
る
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
若
者
が
ま
ち
な
か
に
集
い
、
様
々
な
活
動
を

通
じ
て
飛
驒
高
山
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
と
と
も
に
、
歴

史
あ
る
建
物
の
保
存
と
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
お
よ
び

周
辺
の
美
し
い
町
並
み
景
観
の
維
持
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
全
体
の
活
性
化
や
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

【
整
備
方
針
】

　

平
成
29
年
度
よ
り
、
地
元
高
校
生
を
含
む
公
募

市
民
に
よ
る
検
討
会
や
近
隣
住
民
と
の
意
見
交

換
、
大
学
生
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
活
用
方
法

等
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
建
物
と
し
て
保

存
の
観
点
に
主
眼
を
置
き
、
検
討
会
な
ど
で
出
さ

れ
た
想
い
や
願
い
に
で
き
る
だ
け
応
え
る
よ
う
次

の
方
針
に
基
づ
き
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

•
市
内
外
の
中
高
生
や
大
学
生
を
中
心
と
す
る
若

者
が
、
歴
史
文
化
を
体
感
し
な
が
ら
、
自
由
な

発
想
と
行
動
力
を
発
揮
し
て
活
動
で
き
る
施
設

•
様
々
な
目
的
を
持
っ
た
方
が
利
用
で
き
る
貸
出

ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
市
民
や
観
光
客
等
が
立
ち

寄
っ
て
の
休
憩
や
、
伝
統
的
建
築
物
な
ど
の
見

学
が
で
き
る
施
設

•
高
山
祭
の
祭
礼
行
事
の
舞
台
と
な
り
、
伝
統
文

　

化
の
保
存
継
承
に
寄
与
す
る
施
設

•
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
良

　

好
な
景
観
、
建
物
の
歴
史
的
価
値
に
配
慮
し
た

　

施
設

【
整
備
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

•
令
和
２
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
、
整
備
を
行

　

い
ま
す
。

　

工
事
中
は
、
前
面
市
道
の
日
時
を
限
っ
た
通
行

　

止
め
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

　

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
令
和
２
年
度
よ
り
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

問
合

企
画
課　

☎
35‒

３
１
３
１

土蔵　様々な目的に活用できる
　　　 個室空間

中庭　季節感や癒しを感じられる
　　　和風庭園、多目的トイレ等

吹き抜けを活かした講義や
会議等ができる大空間

まゆ
倉庫

前面市道

隣家

隣家

主屋主屋

土蔵土蔵

まゆまゆ
倉庫倉庫

位置図

完成イメージ

隣家

下一之町

下二之町

下三之町

若者等活動
拠点施設(仮称)

「旧村田邸」とは
　明治８年の大火後に再建された建物を主屋
とし、村田半六により繭の卸問屋「村半（むらは
ん）」として栄え、ほぼ現在の姿となりました。
　間口は13間半（約25ｍ）と高山でも最大級
かつ空間の多様性に富んだ町家建築で、保存
状態もよく、昔の人々の暮らしぶりが随所に偲
ばれるたいへん貴重な建築物です。
　柳宗悦らによる「民藝運動」とも関わりが深
く、郷土画家村田瑞枝の生家であるなど文化
的な背景も有しています。

平面図

NN
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奥
飛
驒
温
泉
郷
福
地
に
は
福
地
山

へ
登
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

あ
り
、
飛
驒
山
脈
を
間
近
で
一
望
で

き
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
の
途
中
で
古

生
代
デ
ボ
ン
紀
前
期（
約
４
億
年
前
）

の
海
生
生
物
の
化
石
で
あ
る
層
孔
虫

（
海
綿
）、
蜂
の
巣
サ
ン
ゴ（
写
真
）等

が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、近
く
の「
昔

ば
な
し
の
里
」の
二
階
、「
福
地
化
石

館
」で
は
、
こ
れ
ら
の
化
石
を
見
学

で
き
ま
す
。

　

こ
の
辺
り
は
飛
驒
外
縁
帯
と
い
う

日
本
で
も
最
古
級
の
古
い
地
層
が
細

長
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
層

の
形
成
時
期
は
、
古
生
代
オ
ル
ド
ビ

ス
紀（
約
４
億
５
千
万
年
前
）〜
ペ
ル

ム
紀
前
期（
約
２
億
９
千
万
年
前
）で

す
。
ま
た
、福
地
の
オ
ソ
ブ
谷
支
流
、

一
の
谷
は
、
飛
驒
外
縁
帯
の
一
部
の

地
層
が
ほ
ぼ
連
続
し
て
観
察
で
き
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
福
地
の
北
東
、
一

重
ヶ
根
で
は
、
一
九
九
六
年
に
オ
ル

ド
ビ
ス
紀
を
示
す
コ
ノ
ド
ン
ト（
絶

滅
魚
の
歯
）が
発
見
さ
れ
日
本
最
古

の
化
石
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
地
の
古
生
代
の
化
石
を
詳
し
く

研
究
し
た
と
こ
ろ
、
シ
ル
ル
紀
後
期

（
約
４
億
２
千
万
年
前
）
〜
デ
ボ
ン

紀
前
期
で
は
中
国
北
部
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
東
部
に
出
て
く
る
化
石

と
類
似
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
石
炭
紀
後
期（
約

３
億
２
千
万
前
）の
地
層
か
ら
は
、

腕
足
類（
二
枚
貝
に
類
似
し
て
い
る

軟
体
動
物
）の
パ
ー
ド
ネ
ラ
・
チ
ェ

ル
ニ
シ
ェ
フ
ィ
フ
ォ
ル
ミ
ス
が
発
見

さ
れ
、
こ
れ
と
同
じ
化
石
は
、
中
国

北
部
で
し
か
産
出
し
て
い
な
い
た
め

当
時
、
福
地
は
中
国
東
縁
の
浅
い

海
底
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
福
地
は
、プ
レ
ー
ト（
海

洋
底
を
含
む
岩
盤
）の
動
き
に
よ
り

今
の
日
本
に
ま
で
達
し
、
隆
起
し
て

現
在
の
位
置
に
い
っ
た
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

　

最
近
で
は
、
一
重
ヶ
根
の
シ
ル
ル

紀
の
地
層
か
ら
見
つ
か
っ
た
貝
形
虫

（
小
型
の
甲
殻
類
）は
、
雄
と
雌
が
あ

り
、
日
本
最
古
の「
カ
ッ
プ
ル
」の
化

石
と
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

（
飛
驒
地
学
研
究
会　

三
宅
幸
雄
）

日
本
有
数
の
化
石
産
地「
福
地
」

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
19
章
）

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会

☎
０
５
７
８‒

８
４‒

０
０
３
８

問
合

　早朝4時45分から、國島
市長の合図により3,510人
のランナーが3グループに
分かれてビッグアリーナを
出発しました。

写真で振り返る
第８回 飛驒高山ウルトラマラソン
　第8回飛驒高山ウルトラマラソンが 6月9日に開催されま
した。
　全国各地から集まった3,510人のランナーが早朝4時45
分から3グループに分かれてビッグアリーナをスタートし、
標高差が 800m以上あるアップダウンの激しい道のりを経
てゴール会場を目指しました。

ランナーを支えるエイドステーション

コース 性別 完走率 トップタイム

71kmコース
男性 87.7% 5時間13分25秒
女性 85.6% 6時間06分26秒

100kmコース
男性 77.0% 7時間27分29秒
女性 70.4% 9時間01分15秒

心温まるご声援やボ
ランティアでのご協
力、ありがとうござ
いました。
問合  観光課　☎35‒3145

大
会
の
主
な
記
録

スタート

ゴール

※数値は速報値
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　東日本大震災の被災地支援のひとつとして、市と市社会福祉協議会では、夏休み
を利用した被災地の子どもたちの笑顔と元気を取り戻す取り組みを支援します。
1被災地の子どもたちが高山に滞在し、自然体験や交流などに取り組む事業
2高山の子どもたちが被災地に出向き、現地の子どもたちと交流などに取り組む事業
支援内容 交流に要する経費の一部助成
対象団体 まちづくり協議会、町内会、市民活動団体、経済関係団体、福祉関
　　　　　係団体、教育関係団体ほか（政治・宗教団体は対象外）
申込方法 日程や経費が分かる書類を７月19日㈮までに市社会福祉協議会に提出
※支援をお考えの際はお気軽に
　お問い合わせください。

子どもたちのための被災地支援
～Ｆｏｒ チルドレンプロジェクト～

問合  福祉課　☎35‒3356
　　　市社会福祉協議会　☎35‒0294

保険料の決定通知書をお届けします（国民健康保険・介護保険）
　平成30年中の所得が確定し、平成31年度（令和元年度）の保険料が決まりまし
たので、7月20日頃に、保険料の決定通知書（本算定分）をお届けします。保険料
額や支払い方法などが記載されていますので、ご確認ください。
　なお、介護保険料については、10月の消費税率引き上げに伴い、低所得の被保
険者に対する負担を緩和するため、第1段階・第2段階・第3段階に該当する方の
保険料は軽減されます。
問合 国民健康保険について　市民課　☎35-3137
　　  介護保険について　　　高年介護課　☎35-3178

70～ 74歳の国民健康保険に加入されている方へ
高齢受給者証（紫色）をお届けします。
　8月1日から使用していただく新しい高齢受給者証（紫色）は、7月中に郵便局員
が直接手渡しする「簡易書留郵便」でお届けします。長期間留守にされる方や、市役
所・支所の窓口での受け取りを希望される方はお早めにご連絡ください。
※国民健康保険被保険者証（緑色）の有効期限は 9月30日のため、9月下旬に新し
　い証をお届けします。
問合 市民課　☎35-3137

国
民
健
康
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

　

今
年
度
の
保
険
料
率
、
賦
課
限
度
額
、
軽
減
基
準
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
ご
理
解
い
た
だ
き
、
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

問
合

市
民
課　

☎
35‒

３
１
３
７

【保険料率・賦課限度額】

【所得による保険料軽減対象範囲が拡大されます】

平成31年度（令和元年度） 所得割 資産割 均等割 平等割 賦課限度額

医療給付費分 6.25% 7.50% 28,100円 21,300円 61万円

後期高齢者支援金分 2.50% 2.80% 9,800円 7,500円 19万円

介護納付金分 1.90% 3.50% 11,500円 6,600円 16万円

均等割・平等割の軽減割合 総所得金額等の合計（被保険者および世帯主の合計額）

7割軽減 33万円

5割軽減 33万円＋（28万円×被保険者数）
2割軽減 33万円＋（51万円×被保険者数）

※所得申告をしていないと軽減措置が適用されない場合があります。

保険料の納付に便利な、口座振替をご登録ください！
【登録手続き】 国保窓口または通帳をお持ちの金融機関へ、通帳とその届出印をご持参ください。

●傍聴は先着順となります。
●開催日時や場所が変更となる場合があり
　ます。また、議題など詳細についても担
　当課へお問い合わせください。

委員会・審議会を公開しています
公開予定の委員会・審議会

開催日 会議名ほか

7月1日
㈪

幹部会　8：30～　
市役所　4階特別会議室
担当課　企画課　
　　　　☎35-3131
行政改革推進委員会  14：00～
市役所　4階特別会議室
担当課　行政経営課
            ☎35-3040

7月3日
㈬

景観まちづくり刷新協議会
13：30～ 市役所　3階行政
　　　　　委員会室
担当課　都市計画課　☎57-7444
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●
保
険
証（
後
期
高
齢
者
医
療
被

　

保
険
者
証
）を
更
新
し
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
は
、
７
月
中
に
お

送
り
す
る
新
し
い
保
険
証
を
ご
使
用

く
だ
さ
い（
保
険
証
は
、
白
色
の
封
筒

に
入
れ「
簡
易
書
留
郵
便
」で
お
届
け

し
ま
す
）。

■
配
達
時
に
ご
不
在
の
場
合

　
「
郵
便
物
お
預
か
り
の
お
知
ら
せ
」

が
投
函
さ
れ
ま
す
の
で
、「
お
知
ら
せ
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
郵
便
局
に
連
絡

し
、
都
合
の
よ
い
日
に
再
配
達
を
希

望
さ
れ
る
か
、
郵
便
局
に
て
直
接
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
局
で
の
保
管
期
限
が
過
ぎ
た

　

場
合

　
「
お
知
ら
せ
」に
記
載
さ
れ
て
い
る

保
管
期
限
が
過
ぎ
た
郵
便
物
は
、
市

役
所
に
返
送
さ
れ
ま
す
。
お
受
け
取

り
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
を
お

　

送
り
し
ま
す

　

７
月
中
旬
に「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」を
お
送
り
し
ま

す
。
保
険
料
の
額
や
支
払
い
方
法
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い（
６
月
以
降
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
加
入
さ
れ
た
方
へ
は
、

８
月
以
降
に
お
送
り
し
ま
す
）。

■
保
険
料
は
相
互
扶
助
の
大
切
な
財

　

源
で
す

　

通
知
書
に「
納
付
書
」が
同
封
さ
れ

て
い
た
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
保
険

料
を
お
納
め
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年

金
天
引
き
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
に
支
払
い

方
法
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市

民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
決
ま
り
方

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く

負
担
す
る「
均
等
割
額（
４
１
，２
１
４

円
）」と
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る「
所
得

割
額（
所
得
割
率

７・７
５
％
）」の
合

計
額
と
な
り
、
個

人
ご
と
で
計
算
さ

れ
ま
す（
所
得
の

状
況
に
応
じ
て
、

保
険
料
の
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
）。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

新しい保険証は、色が“うすい紫色”
に変わります（かたちや大きさは変わ
りません）

「保険料軽減措置の見直し」について
　平成３１年度（令和元年度）は以下のとおり改正されます。今後も安心して制度を利用いただくための改正にご理解を
お願いします。

（注） 均等割額軽減判定時の総所得金額等は、各収入から必要経費や控除額を差し引いた所得金額の合計額となります。ただ
し譲渡所得は特別控除前の金額となるほか、事業専従者控除の適用はなく、専従者給与額は事業主の所得に合算され
ます。また、８割軽減判定時を除き、年金所得は年金収入から公的年金等控除額と特別控除１５万円（６５歳以上の方のみ
適用）を差し引いた金額となります。なお軽減判定日は４月１日または資格を取得した日となります。

② 被用者保険の被扶養者であった方の保険料「均等割額」の軽減　
　後期高齢者医療制度に加入する日の前日において、会社の健康保険や共済組合、船員保険の被扶養者であった方は、所
得割額の負担はありません。均等割額は、制度に加入後2年経過するまでの間に限り5割軽減となります（ただし所得が低
い方に対する軽減にも該当する方については、いずれか大きい軽減が適用されます）。※被用者保険とは…協会けんぽ・健
康保険組合・船員保険・共済組合の公的医療保険の総称（国民健康保険・国民健康保険組合は含まれません）

① 保険料「均等割額」の軽減 改正

改正

対象者の所得要件 均等割額の軽減割合
（世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計額）

うち、世帯の被保険者全員の各種所得なし
（ただし、公的年金控除額は80万円として計算）
※特別控除（15万円）はありません

平成30年度における8.5割軽減の区分

33万円以下

平成30年度における9割軽減の区分

33万円＋ 28万円 × （被保険者数）　以下改

改

改

33万円＋ 51万円 × （被保険者数）　以下

本来の軽減

7割

8.5割 7割

7割8割

7.75割

５割 ５割

2割 2割

平成31年度
（令和元年度） 令和2年度 令和3年度

問合
 
岐阜県後期高齢者医療広域連合　☎０５８-３８７-６３６８

　　　市民課　　　　　　　　　　　　☎０５７７-３５-３１３７
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●短歌ワークショップ
◆第2弾、第3弾
　第2弾では天

あま

野
の

慶
けい

さんを講師に百人一首を楽しむツー
ルを使った短歌に親しむ体験講座を実施します。また、第
３弾では大

おお

辻
つじ

隆
たか

弘
ひろ

さんを講師に参加者のみなさんが作っ
た短歌を味わいます（自作短歌2首の提出が必要）。
日時　8月3日㈯　第2弾 10:00～、第3弾 13:00～
場所　市民文化会館（昭和町1）
定員　各50人（申込多数の場合は抽選）
申込　7月23日㈫までに TEL・FAX・MAIL（住所、氏名、年齢、
　　　講座名を明記）

飛驒高山文化芸術祭 こだま～れ 2019  インフォメーション
実行委員会プロジェクト 市民提案プロジェクト

市民応援プロジェクト

●怪談deナイト ～真夏のお寺で怖いお話を聴こう～
　飛驒伝承の怪談「猫石」や夏目漱石「夢十夜」（第三夜）な
どの怖いお話を一緒に聞きませんか。
日時　7月26日㈮　19:00～ 
場所　大雄寺（愛宕町）
出演　常

じょう

光
こ う

亮
りょう

子
こ

さん、益
ます

田
だ

真
ま

里
り

子
こ

さん

●絵画展
　市が所有する絵画の巡回展示を行います。あわせて、
令和の墨書も展示します。
日時　①7月2日㈫～ 8日㈪　②7月9日㈫～ 17日㈬
　　　③7月18日㈭～ 24日㈬
場所　①丹生川支所（丹生川町坊方）　②きよみ館（清見
　　　町三日町）　 ③荘川総合センター（荘川町新渕）

●短歌に触れるフリーペーパー「ごな」投稿作品募集
　「令和飛驒万葉」プロジェクトで発行するフリーペー
パー「ごな」の投稿作品（短歌）を募集しています。
テーマ　「家族」
申込　8月20日㈫までに郵送 ･ FAX ･ MAIL（氏名（ペンネーム
　　　可）、住所、電話番号、作品を明記）
※実行委員会が選んだ作品をフリーペーパーに掲載します。

●手形でアート
　参加者の手形でこだま～れのロゴのパネルを完成させま
す。参加者には手形をラミネートしてプレゼントします。
日時　7月2日㈫　10:00～
場所　昭和・城山・山王児童センター、ふれあい児童館
　　　ほか支所地域も巡回
対象　0～ 3歳の未就園乳幼児親子など

●大地のめぐみサマーフェスティバル
日時　7月20日㈯　10:00～ 13:00
場所　ＪＡひだ本店（冬頭町）
内容　親子で楽しめる歌のステージ　など
問合  ＮＰＯ法人飛驒高山わらべうたの会　☎57-8577

●天空のジャズライブ
日時　8月2日㈮　18:30開場　19:00開演
場所　塩沢温泉七峰館（高根町上ケ洞）
内容　Shing Chang Quartetによるジャズライブ
参加料　ライブプラン  飲み放題付き4,000円　ほか
問合  （一財）高根村観光開発公社
        ☎59-2326（塩沢温泉七峰館）

●紙飛行機を飛ばそう！！
日時　7月13日㈯　 ①10:00～　②13:30～
場所　飛驒・世界生活文化センター（千島町）
内容　荒

あら

木
き

敏
とし

彦
ひこ

さんを講師に迎え、飛行機の歴史や仕組
　　　みを学び、紙飛行機を飛ばします。
申込　事前に TEL

問合  飛驒・世界生活文化センター指定管理者
　　  飛驒コンソーシアム　☎37-6111

●ラブ・アニマル！
　～人にも動物にもやさしい高山を目指して～
　映画上映や動物の絵の公募展、絵本作家と市民の共同
による巨大絵画制作などを実施します。
日時　7月20日㈯、21日㈰　9:30～ 16:00
場所　飛驒・世界生活文化センター（千島町）
問合  ラブ・アニマル実行委員会
　　  Mail:animalhida@gmail.com

●Playing with Fire -バーナード・リーチから
   現代陶芸へ
　バーナード・リーチの作品やイギリスの陶芸家たちの
作品展を実施。作家とともに楽焼窯で作陶するワーク
ショップと講演会も開催します。
日時　7月20日㈯～ 8月25日㈰　9:00～ 16:30
場所　日下部民藝館（大新町1）
問合  公益財団法人日下部民藝館　☎32-0072

●臥龍桜日本画大賞展一挙公開展
　平成2年から実施し、昨年27回目を迎えた「臥龍桜日
本画大賞展」の歴代大賞作品27点を一挙に公開します。
日時　7月13日㈯～8月18日㈰（㈫を除く）  10:00～17:00
場所　飛驒・世界生活文化センター（千島町）
問合  臥龍桜日本画大賞展一挙公開実行委員会
　　　☎090-7032-6133（寺田）

問合  実行委員会事務局（生涯学習課内）
　　  ☎35-3155　FAX35-3414
        Mail:shougaigakushuu@city.takayama.lg.jp

ご参加
ください！



11
2019.７.１

イベント情報イベント情報飛
驒
の
里
７
月
の
イ
ベ
ン
ト

●
匠
神
社
天
井
絵
の
公
開

期
間

７
月
７
日
㈰
ま
で

●
花
菖
蒲
ま
つ
り

期
間

７
月
初
旬
ま
で

場
所

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で
き
る
も
の

　

を
窓
口
で
提
示
す
る
と
入
館
無
料
で
す
。

問
合

飛
驒
民
俗
村　

☎
34-

４
７
１
１

●
旧
若
山
家
住
宅
修
理
現
場
見
学
会

　

２
月
か
ら
修
理
を
実
施
し
て
い
る
国
指
定
重
要

文
化
財「
旧
若
山
家
住
宅
」の
保
存
修
理
工
事
の
茅

葺
屋
根
葺
き
替
え
作
業
の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

期
日

７
月
13
日
㈯

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
頃
、午
後
２
時
〜
３
時
頃

場
所

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
事
前
申
込
不
要
で
す
。
市
民
の
方
は
市
内
在

　

住
が
確
認
で
き
る
も
の
を
窓
口
で
提
示
す
る

　

と
入
館
無
料
で
す
。

※
小
学
校
低
学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴

問
合

観
光
課　

☎
35‒

３
１
４
５

荒
城
農
業
小
学
校
野
菜
販
売
体
験

　

荒
城
農
業
小
学
校
の
参
加
児
童
が
自
ら
育
て

た
野
菜
の
販
売
会
で
す
。
ダ
イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ

ン
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、タ
マ
ネ
ギ
、ニ
ン
ニ
ク
、キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
を
児
童
が
販
売
体
験
し
ま
す
。

日
時

７
月
13
日
㈯　

午
前
９
時
〜
10
時
30
分

場
所

ア
グ
リ
高
山
店（
上
切
町
）

問
合

荒
城
農
業
体
験
交
流
館

         

☎
72‒

１
０
６
６

２
０
１
９
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ

松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ス
ク
リ
ー
ン

コ
ン
サ
ー
ト

　

世
界
の
マ
エ
ス
ト
ロ
小
澤
征
爾
氏
総
監
督
の

国
際
音
楽
祭「
２
０
１
９
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ
松

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
、
長
野
県
松
本
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
様
子
は
全
国
８
都
市
と

生
中
継
で
結
ば
れ
、
姉
妹
都
市
の
高
山
市
で
も

ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
国
立
交
響
楽
団
首
席
指
揮
者
の

フ
ァ
ビ
オ
・
ル
イ
ー
ジ
氏
の
指
揮
の
も
と
、
世

界
水
準
の
音
楽
家
た
ち
に
よ
る
魂
が
ゆ
さ
ぶ
ら

れ
る
迫
力
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
大
画
面
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

期
日

８
月
23
日
㈮

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
９
時（
予
定
）

場
所

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル（
昭
和
町
１
）

入
場
料

無
料

定
員

４
０
０
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込

７
月
25
日
㈭
ま
で
に
往 復
ハガキ

を
郵送
（
代
表
者

　
　
　

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
観
覧
希

　
　
　

望
人
数（
代
表
者
を
含
む
５
人
ま
で
）、

　
　
　

車
椅
子
席
希
望
の
有
無
を
明
記
）

※
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０
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５
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ー
ト
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HAPPYラベンダーフェスタHAPPYラベンダーフェスタ
期日　7月14日㈰期日　7月14日㈰
場所　ウッドフォーラム飛驒場所　ウッドフォーラム飛驒

第9回 乗鞍フォーラム
「わたくしたちは乗鞍のふもと山も水もうつくしい飛驒高山の市民です」
　高山市民憲章にあるように私たち高山市民にとってのシンボル的な存
在である乗鞍。乗鞍の魅力を知り、一緒に未来につなげていきませんか。
テーマ　乗鞍の魅力を再発見！ ～乗鞍に想いをよせて～
場　所　飛岳銀嶺荘（丹生川町久手・ほおのき平スキー場内）
日　時　7月7日㈰　午後2時～ 4時30分（開場は 30分前）
内　容　『乗鞍を知る』乗鞍を守る現場から見た乗鞍の自然
　　　　標高3,000mにおける健康 ～乗鞍岳における山岳医療～
　　　　『乗鞍で繋がる』のりくら高原の取り組み
　　　　『乗鞍を想う』乗鞍来訪小学生・高校生による感想・意見発表
　　　　『乗鞍で遊ぶ』乗鞍岳地域探検ゲームの紹介

星フル乗鞍de天体観測バスツアー星フル乗鞍de天体観測バスツアー
　昨年大変好評をいただいた天体観測会。今年は、
標高2,702mの乗鞍岳畳平で開催します。
開催日　7月5・6日、8月23・24・30・31日、
　　　　9月6・7・20・21日
参加料　大人5,000円、小人4,500円
申　込　開催日前日の午後3時までに申込先にTEL

企画・申込先　㈱丹生川観光　☎35-7070
問合 乗鞍エンジョイプロジェクト協議会
　　　☎78-2345

乗鞍岳へはシャトルバスで！
【所要時間】  平湯温泉→（15分）→ほおのき
平バスターミナル→（45分）→乗鞍（畳平）
【料　金】  往復2,300円（小学生は半額）
●夏山シーズンは晴れの日、午前5時～午
　後3時の毎時55分、25分発（ただし、午
　前5時25分・6時25分・午後0時25分
　は運行なし）。雨の場合は午前6時～午
　後3時の間、毎時55分発。
　ほおのき平駐車場にマイカーを停めてくだ
　さい（駐車無料）。

問合 乗鞍自動車利用適正化協議会
         （丹生川支所内）☎ 78-1111
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毎月第3日曜日は家庭の日です
家族との会話を大切にし、わが家の約束づくりに努めましょう

休日診療のお知らせ
診療名 対象となる方 期　日 受付時間 持ち物 場　所

医科診療 休日に急病になった方 7㈰・14㈰・15（月・祝）・
21㈰・28㈰

8：30～11：30
13：00～14：30 健康保険証

医療受給者証（受給者のみ）
フッ素塗布：1,080円

高山市休日診療所
（市保健センター内）

☎35‒3175歯科診療
日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

7㈰・14㈰・21㈰・
28㈰ 8：30～11：30

●休日・夜間などの急病の場合、受診できる医療機関を知りたいときは高山地域救急医療情報センターまで電話してください〔☎０５７７‒３４‒３７９９〕
●高山市民の方は、看護師や医師などに24時間365日、電話で医療相談ができます（通話料・相談料無料、携帯電話使用可） 〔☎０１２０‒５４‒７８３０〕

問合  医療課  ☎35‒31777月

　風しんの流行を踏まえ、生まれてくる赤ちゃんを「先天性風しん症候群」か
ら守るため、岐阜県で実施している風しん抗体検査等を受けた結果、十分
な量の風しん抗体がないことが判明した方に対し、市では風しん任意予防
接種の助成を行っています。
●対象者
　市内に住所を有し、風しんの任意予防接種を希望する者のうち、次の（１）
（２）のいずれかに該当する方
（１） ① 妊娠を希望する女性
　　 ② 妊娠を希望する女性の夫または同居者
（２） 妊婦（風しん抗体検査の結果十分な量の風しん抗体がないことが判明
　　 している妊婦に限る）の夫または同居者
●実施場所　市内医療機関（申請時に、協力医療機関一覧表をお渡しします）
●申請方法
　予防接種を受ける前に、健康推進課（市保健センター内）または各支所地
域振興課で申請をしてください。
●申請時の持ち物
■全員必要な物
•住所を確認できるもの（運転免許証など）
•印鑑（インク浸透印は不可）
•風しん抗体検査の結果
■上記（1）‒②に該当する方
•妊娠を希望する女性の住所を確認できるもの（運転免許証のコピーなど）
■上記（2）に該当する方
•妊婦の母子健康手帳または妊娠証明書
※妊娠証明証の同居欄に記入がある方
•妊婦の風しん抗体検査の結果がわかるもの

問合  健康推進課　☎35‒3160

国民年金保険料は納付
期限までに納めましょう
　今年度の国民年金保険料は、月額
16,410円です。保険料は、納付書や口
座振替、クレジットカード、インターネット
などを利用して納付できます。平成29・
30年度分で未納期間がある場合はお早
めにお手続きしてください。
■国民年金保険料の免除申請
　保険料を納めることが難しい場合は、
未納のままにせず、国民年金保険料免
除・猶予制度の申請をしてください。
　今年度の申請受付は7月から令和2年
6月までです。
　免除申請は2年1カ月前の月分までさ
かのぼって申請できます。
※申請は市民課（本庁1階②窓口）や各
　支所地域振興課、高山年金事務所で
　受け付けます。
※印鑑と年金手帳、離職した場合は離
　職票などが必要です。
※代理人申請の場合は、委任状および代
　理人の身分証明（運転免許証など）、
　代理人の印鑑が必要になります。
問合 ねんきんダイヤル
　　  ☎0570-05-1165
　　  高山年金事務所
        ☎32-6111
　　  市民課
　　  ☎35-3137

風しん任意予防接種費用助成を行っています

「高山熱中症オアシス薬局」運動
　薬剤師の有志で活動しています。薬局は昔
「街の科学者」と言われていました。
　暑いと感じたらのぼり旗のある薬局へ気軽に
お立ち寄りください。涼しい店内で水や麦茶な
どを飲んで休み、熱中症や体のことを相談で
きます。
問合 健康推進課　☎35-3160

広報たかやま・議会だよりを
あなたのスマホにお届けします
～無料広報アプリ
　 「マチイロ」で配信中～

問合 広報情報課
　　   ☎35‒3134
         広報ID 1008366
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問合先  健康推進課  ☎35‒3160くらしくらしと健康健康くらしくらしとと健康健康くらしと健康

●各教室や健診の所要時間は各案内文をご覧ください。
※①から③のいずれかの書類  ① 個人番号カード   ② 通知カード＋顔写真付き本人確認書類（運転免許証など）
　③ 通知カード＋顔写真のない公的書類（健康保険証、年金手帳など）を２つ以上

健
康
の
教
室
と
相
談

相談名 対象となる方 期日 受付時間 持ち物 場所

母子健康手帳交付 母子健康手帳の交付を受けていな
い妊婦

8
13：15～13：30 妊娠証明書（妊娠届出書）・上のお子さんの母

子健康手帳・個人番号確認書類※  

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
35
―
３
１
６
０
）

22
妊婦教室（第1回） 出産予定が令和元年12月の妊婦 11 13：15～13：30 母子健康手帳

おかあさんと子どものファイルまたは妊婦ファ
イル
必要な方は飲み物　　

妊婦教室（第2回） 出産予定が令和元年11月の妊婦 16 13：15～13：30
妊婦教室（第3回） 出産予定が令和元年10月の妊婦 17 13：15～13：30
妊婦教室（第4回） 出産予定が令和元年9月の妊婦と夫 29 9：15～9：30

4 カ 月 児 健 診
平成31年2月21日～3月5日生まれ 9

12：30～13：00
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイルまたは子ども
ノート・バスタオル

平成31年3月6日～3月14日生まれ 18
平成31年3月15日～3月20日生まれ 25

1 歳 6カ月児健診
平成29年12月1日～12月13日生まれ 2

12：30～13：30 母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル平成29年12月14日～12月31日生まれ 19

2 歳 児 相 談
平成29年6月 1日～6月 10日生まれ 5

9：15～9：45
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル
子ども用フォーク・お手ふき・お茶・歯ブラシ・コップ

平成29年6月 11日～6月 20日生まれ 12
平成29年6月21日～6月30日生まれ 19

3 歳 児 健 診
平成28年6月1日～6月18日生まれ 10

12：30～13：30
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル
目と耳の問診票・尿・歯ブラシ・コップ平成28年6月19日～6月30日生まれ 26

市 民 健 康 相 談 育児、食生活、生活習慣病などに
ついての悩みや相談ごとのある方

毎週月～金
（祝日を除く） 9：00～12：00

乳幼児の相談の方は母子健康手帳

市保健
センター

毎週木曜日    
（祝日を除く） 9：00～12：00 各支所

赤 ち ゃ ん 教 室

平成31年4月生まれ 30

9：30～11：30
※出入り自由

母子健康手帳
バスタオル

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
35‒

３
１
６
０
）

平成31年2月生まれ 16
平成30年12月生まれ 11
平成30年10月生まれ 8
平成30年8月生まれ 4

　精神保健福祉士の相談では、こころの健康を目的とした、家庭や職場、
学校での人間関係の悩みも伺います。話すだけでも気持ちは軽くなりま
す。「病院に行くのは気がひける」「話を聴いてほしい」という方、また家
族の方による相談、電話による相談も可能です。お気軽にご相談ください。

こころの健康相談 予約が必要です。
（相談は無料で、秘密は厳守します）7月

内　容 相談日 場　　所 時　　間 予約・問合先

精神科医師に
よる相談

７月３日㈬ 市保健センター

13:30～15:30 飛驒保健所
☎３３－１１１１（内３１1）７月１０日㈬ 一之宮保健センター

７月３１日㈬ 高根支所

精神保健福祉士
による相談 ７月２３日㈫ 市保健センター 13:30～15:30 健康推進課

☎３５－３１６０（※）

※7月19日㈮までにご予約ください。

健康
ポイント
対象

◆肺がん検診（胸部レントゲン検査）および健康診査（39歳以下）も受けられます。
◆駐車場が少ない場所もありますのでご注意ください。
◆市国保以外の社会保険でも、左記会場で健診を受けられる場合があります。
　詳しくはご加入の健康保険にお尋ねください。

健診日 健診会場
7月8日 月

久美愛厚生病院（中切町）7月9日 火
7月 10日 水
7月 18日 木

森下ふれあい会館（森下町）
7月19日 金
7月 22日 月

久美愛厚生病院（中切町）7月23日 火
7月 24日 水
7月 25日 木

桐生会館（桐生町）
7月26日 金
7月 31日 水 新宮町公民館（新宮町）

特定健診会場・健診日一覧

高山地域

健診日 健診会場
7月10日 水 燦燦朝日館（朝日支所：万石） 
7月 12日 金 秋神研修センター（桑之島）

朝日地域

健診日 健診会場
7月11日 木 長倉多目的研修館（上宝町長倉)

上宝・奥飛驒温泉郷地域

健診日 健診会場
7月8日 月

一之宮支所(一之宮町）7月9日 火
7月 31日 水

一之宮地域

健診日 健診会場
7月18日 木

きよみ館（清見支所：三日町）
7月19日 金

清見地域

健診日 健診会場
7月22日 月

こくふ交流センター
（国府支所：広瀬町）7月23日 火

7月 24日 水

国府地域

各会場での受付実施時間は、午前8：00～10：30です。

健康ポイントの景品交換を実施しています
　広報たかやま5月15日号の折込チラシでお知らせした「健康ポイント事
業」の景品交換を行っています。
　必須項目の「健康診査ポイント」と「自主的な健
康づくりへの取り組みポイント」の取得を含め6ポ
イント以上貯めた方は、景品と交換してください。
交換期限　令和2年2月27日㈭まで
交換場所　健康推進課（保健センター）
　　　　　および各支所窓口
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メールMAIL

MAIL

ホームページHP 電話TELファクスFAX

FAX

郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
ハガキハガキ

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ 情報情報ののひろばひろば

大切な人権　あなたも考えてみませんか？ 　今月は「同和問題」について
詳しくはHP〔1001321〕

あたまの健康チェック
　認知症予防の一環として、簡易な認
知機能チェックと個別相談を行います。
　ぜひご利用ください。
対象
①市内在住の65歳～79歳の方
②認知症の診断や治療を受けていない方
③介護保険で要支援・要介護に該当し
　ていない方
日時  7月23日㈫　8:50～12:00
　　　１人あたり30分程度
場所

 
市役所3階301会議室（花岡町２）

定員
 
10人

申込
 
前日までに TEL

※認知症などの診断をするものではあ
　りません。
※初めての方を優先させていただきます。
問合  市地域包括支援センター
　　　☎35-2940

オレンジカフェ
　オレンジカフェは、認知症の人を介護
している人や認知症に関心がある人な
どが交流する場です。本人や家族も一
緒にお越しください。
　今回は、「おしゃべり会」を予定してい
ます（事前申込不要）。
日時  7月12日㈮　13:30～15:00
※通常は15日に開催していますが、今
　月は都合により変更しています。
場所  認知症の人と家族の会岐阜県支部
　　          （昭和町1・旧綿屋の清水ふとん店）
参加料

 
1人200円

問合  飛驒地区認知症カフェ実行委員会
        ☎62‒9482

介護者のための
「ほっとする談話室」
　介護に関する悩み事や困りごとの相
談ができます。
①ほっとする介護・健康談話室
日時  7月3日㈬、4日㈭
　　  10：00～15：00
場所

 
市図書館「煥章館」（馬場町2）

②介護に関する何でも相談
日時  7月20日㈯　10:00～15:00
場所  まちスポ飛驒高山
       （天満町1・フレスポ飛驒高山内）
※事前申込不要、参加無料です。時間
　内は出入り自由ですので、都合のい
　いときにお越しください。
問合  NPO法人まちづくりスポット
　　   ☎62‒8550

期 日 時　間 場　　所
8日㈪ 12:30～16:30 市役所（花岡町2）

9日㈫
9:00～12:00 ウエディングパーク高山フローラ（桐生町8）

14:00～16:30 駿河屋アスモ店（岡本町2）※

10日㈬
9:00～10:30 市民文化会館（昭和町1）

15:00～16:30 こくふ交流センター（国府町広瀬町）※

12日㈮ 10:00～12:00 ルビットタウン高山店（岡本町3）※
（献血キャンペーン）

17日㈬
9:00～12:00 株式会社和井田製作所（片野町）

14:00～16:30 山王福祉センター（森下町1）

　駐車場が少ない会
場もありますのでご
注意ください。
※印の会場は400㎖ 
　限定の献血です。

問合  福祉課
　　  ☎35-3356

7月の献血

高齢者のための住宅改修費用助成制度
　市では、高齢者がご自宅でいつまでも健やかな生活ができるように、手すりの設
置や段差解消などバリアフリー化を行うための住宅改修をする費用を助成する制
度や、屋根融雪装置を設置する費用を助成する制度があります。
　各制度とも、工事着工前の申請が必要です。助成を希望される方は事前にご相
談ください。
●高齢者のための住宅バリアフリー改修制度
　手すりの取り付けや段差解消、滑り防止、移動円滑化のための床材の変更など、生
活の維持向上と自立の助長につながる住宅のバリアフリー工事に対し助成します。
対象

 
市内に住所を有する65歳以上の方がいる世帯

　　   令和５年３月31日までに工事が完了し、交付申請ができる世帯
助成額

 
工事対象金額の１／２（限度額37万5,000円）

●高齢者のための屋根雪融雪装置設置工事助成制度
　屋根の雪を融雪する装置や屋根先にネット状のものを設置し融雪する工事に対
し助成します。
対象

 
市内に住所を有する65歳以上の高齢者世帯

※原則として、同一敷地内に二親等内の親族（子、孫、兄弟など）がお住まいの方
　は助成することができません。
※過去に本事業の助成を受けたことがある方は補助できない場合があります。
助成額

 
生計中心者の市民税の額により、最高60万円まで支給します。

※市民税の額によっては補助できない場合もあります。
●介護保険の住宅改修助成制度
　手すりの取り付けや段差解消、滑り防止、移動円滑化のための床材の変更などの
住宅改修に対し助成します。
対象

 
要介護認定または要支援認定を受けた方

助成額
 
20万円を支給限度額とし、その9割を限度として介護保険から払い戻されます。

●高齢者のための住宅改造助成制度
　介護保険の給付対象で、20万円を超えた住宅改修や階段昇降機の設置、車いす
で利用できる洗面台の設置、介護保険による住宅改修自己負担分などに対し助成
します。
対象

 
要介護認定または要支援認定を受けた方

※過去に本事業の助成を受けたことがある方は原則利用できません。
助成額

 
生計中心者の前年所得税額により、最高75万円（介護保険給付20万円を含む）

※所得税の額によっては、助成できない場合もあります。
問合

 
高年介護課　☎35-3178

※障がい者手帳をお持ちの方に対する住宅改修費用助成制度もあります。
　詳しくは福祉課（☎35-3356）までお問い合わせください。
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

◎図書館の7月特集コーナー
【一般】 川の日　海の日　水の日　水に親しむ　水に活かされる　【児童】 夏がやって来た！

おしらせ・講座
対象 市内に在住・在勤で35歳までの方　　場所 勤労青少年ホーム（花里町１）
申込　7月23日㈫までに来館・ TEL・ FAX・MAIL（講座名・登録番号・氏名・住所・
　　　電話番号・生年月日を記載）
※定員を超えた場合は抽選となります。
※今年度の傷害保険料を納めていない方
　は材料費のほか1,850円が必要です。

講　座　名 回数 定員 材料費 開始時刻 期　　日

火
バランスボール 7 16 300円 19：30 8/20・27  9/3・10・17・24  10/1
パンとスイーツ 6 16 3,600円 19：00 8/27  9/3・10・17・24  10/1

水
ハタヨガ 7 20 無料 19：30 8/21・28  9/4・11・18・25  10/2
実用書道 6 15 500円 19：00 8/21・28　9/4・11・18・25
バドミントン 7 15 700円 19：30 8/21・28  9/4・11・18・25  10/2

木

陶芸 4 20 1回300～1,000円位 19：00 9/5・12・19・26
レジンアクセサリー 1 10 1,000円 19：00 8/29
バドミントン 6 15 600円 19：30 8/22・29  9/5・12・19・26
茶道（裏千家） 6 15 2,400円 19:00 8/22・29  9/5・12・19・26

金

着付 6 15 無料 19：00 8/30  9/6・13・20・27  10/4
ピラティス 6 10 300円 19：30 8/23・30  9/6・13・20・27

かんたん家庭料理 2 16 2,000円 19:00 8/23  9/20
ハーバリウム 1 10 1,500円 19:00 9/27

※日程など変更になる場合がありますのでお問い合わせください。

平成31年度 勤労青少年ホーム 第3回講座（8月～10月分）

問合 勤労青少年ホーム
☎32‒0394　FAX35‒2394
Mail：info@takayama-home.jp

 図書館からのお知らせ
●みんなの健康シリーズ第3回（入場無料・申込不要）
日時  7月22日㈪　19:00～20:50
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）　 定員  100人
①健康寿命と生活習慣【前】～その習慣、いい？悪い？～

　②健康寿命と生活習慣【後】～病いとともに生きるには？～
　講師　川

かわ

尻
じり

宏
ひろ

昭
あき

さん（高山市市民保健部参事・高根診療所所長）
●サマーシネマ（入場無料・申込不要）
　「白鯨との闘い」（2015年アメリカ・122分）
※「みんなでシネマ」上映会
日時  7月13日㈯  14:00～（日本語吹替）、19:00～（日本語字幕）
場所 市図書館「煥章館」（馬場町2）　 定員 100人
●ブックスタートin荘川分館（入場無料・申込不要）
　1歳6カ月児を対象としたブックスタート絵本の引き換えを行
います。絵本の引き換えには母子手帳と引換券が必要です。
日時  7月11日㈭　10：00～11:00
場所 市図書館荘川分館（荘川町新渕）

○夏のおはなし会スペシャル（入場無料・申込不要）
　「冒険」をテーマにした絵本の読み聞かせのほかに、紙芝居
やパネルシアター、ペープサート（紙人形劇）などを行います。
また、簡単な工作も行います。
日時  7月15日（月・祝）　14：00～15:00
場所 市図書館「煥章館」（馬場町2）
定員 50人

図書利用カードの有効期間が5年間になりました
　図書利用者の登録情報を、更新時に最新で正確なものにし、
適正に管理するため、図書利用カード登録時からの有効期間
を5年間に定めました。登録から5年が経過された方は更新
手続きが必要になります。
場所 市図書館「煥章館」、各分館窓口
持ち物 図書利用カード、本人確認書類（免許証など）

取っ手つきのごみ推奨袋が発売されました
　今春より、小さいサイズ（30ℓ、20ℓ）のごみ推奨袋
が発売されていますが、今回、縛りやすい「取っ手つき」
のごみ袋が発売されました。サイズは、45ℓと30ℓです
（取っ手の分、ごみが入る量は少なくなります）。
　購入は、ごみ袋販売店でお求めください。可燃ごみ
のほかに缶、びん・ペットボトル、プラスチック・紙製
容器包装にも使用できます。
※ごみを出すときは、収集日当日の午前8時30分まで
　に指定されたごみステーションに出しましょう。
※他地域のごみステーションを利用することはやめましょう。
問合  資源リサイクルセンター　☎35-1244

問合 市図書館「煥章館」 ☎32‒3096  FAX32‒3098
　　　Mail：library@library.takayama.gifu.jp

【スローガン】

ゆずりあう心で
夏の交通事故防止
期間 ７月１１日㈭～２０日㈯
運動の重点
●子どもと高齢者の交通事故防止
●横断歩道における歩行者優先の
　徹底
●全ての座席のシートベルトとチャ
　イルドシートの正しい着用の徹底
●飲酒運転の根絶

夏の交通安全県民運動

問合  協働推進課　☎35‒3412

　夏本番を迎え、飲酒運転の増加
や暑さによる疲労から注意力が散
漫になった運転者の事故が懸念さ
れます。地域ぐるみで運動の重点に
取り組むとともに、一人ひとりの交
通安全意識を高めて事故防止に努
めましょう。

販売：7月2日㈫～8月2日㈮

この宝くじの収益金は、
市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

（公財）岐阜県市町村振興協会

サマージャンボサマージャンボ
宝くじ宝くじ
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郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
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で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ 情報情報ののひろばひろば

ヒッツFM（76.5MHz）「おもてなしの英会話」毎週火～木曜日8:25～、17:55～放送中
テキスト版を市HPで公開しています（広報ID 1005316）

講座・セミナー
外国人材を活用するための
企業向けセミナー
　外国人雇用に関する基本的知識を
学び、外国人材を活用した成長戦略を
考えるセミナーを開催します。
日時  7月12日㈮　13:30～16:30
場所  市民文化会館（昭和町1）
対象  県内企業の経営者、人事責任者
定員  80人
講師 多

た

田
だ

盛
もり

弘
ひろ

さん（パーソルホール
　　　ディングス株式会社外国人材 
　　　事業推進部統括責任者）
参加料  無料
申込 HPにある参加申込書に必要事
　　　項を記入のうえ、FAX・MAIL
問合 岐阜県中小企業総合人材確保センター
　　　　☎058-278-1146

ピラティス講座
　セラバンドを使って体の奥の筋肉を
しなやかで丈夫に鍛えます。
対象  市内在住・在勤の方
期間 ８月1日から10月3日までの毎週木曜日
時間  11:00～12:00
場所  女性青少年会館（花里町１）
定員  20人（超えた場合は抽選）
参加料  3,500円（保険料含む）
申込  ７月14日㈰までに来館・TEL・FAX・
　　　 MAIL（講座名、氏名、住所、電話番
　　　号、生年月日を記載）
問合  女性青少年会館
　　　☎32‒0394　FAX35‒2394
　　Mail：info@takayama-home.jp

「笑いヨガ」体験
●市総合福祉センター（昭和町2）
日時  7月12日㈮、26日㈮  10:00～
        7月14日㈰、20日㈯  13:30～
●国府福祉センター（国府町木曽垣内）
日時 7月5日㈮、19日㈮　10:00～
持ち物 飲み物（水分補給用）、動きやす 
　　   い服装、タオル　 参加料 100円
問合 ひだ笑いヨガクラブ  ☎33-0064

太極拳体験教室
●北小学校第二体育館（桐生町2）
日時  7月2日㈫　19:30～
●総合福祉センター（昭和町2）
日時 7月5日㈮　13:30～
持ち物 運動できる服装、底の低い靴、飲
　　　み物
※事前申込不要、参加無料
問合  高山市太極拳協会 ☎33-9196

荒城農業体験交流館体験
教室
対象 市内在住･在勤の方
場所 荒城農業体験交流館（国府町八日町）
申込 TEL・FAX（超えた場合は抽選）
問合 荒城農業体験交流館
　　  ☎72-1066　FAX72-1067
●飾り巻き寿司教室
日時 7月17日㈬　13:30～15:30
定員 12人
参加料 1,300円
申込期限  7月10日㈬
●シルエットアート教室
日時 7月18日㈭　①13:00～15:00
　　　　　　　　  ②19:00～21:00
定員 各10人
参加料 1,000円
申込期限  7月11日㈭
●お菓子つくり教室
　今回は、フルーツを使った冷菓を作
ります。
日時 7月25日㈭　13:00～15:30
定員 8人
参加料 1,300円
申込期限  7月16日㈫

成年後見制度講演会
　成年後見制度は、認知症などにより
判断能力が不十分な方の財産や権利
を守る制度です。寸劇を交えながら制
度について学びます。事前申込不要で
す。直接ご来館ください。
日時 7月17日㈬　13:30～15:00
場所 市図書館「煥章館」（馬場町2）
内容「地域で安心して暮らすために」
　　　講師：マッキー＆のりか
問合 高年介護課　☎57-5200

　普段入ることのできない市場で野菜や果実、鮮魚の
せりのようすなどを見学し、市場の役割について学び、
食育や地産地消について理解を深めます。なお、参加
者には修了証と記念品をお渡しします。
日時 ８月3日㈯　8:00～10:00（予定）
場所 市公設地方卸売市場（問屋町）
参加料 無料　定員  20組（定員になり次第、締め切ります）
対象 市内の小学生と保護者（子どものみの参加は不可）
申込方法 ７月20日㈯までに TEL・FAX（住所、氏名、よみがな、年齢、学校名、学年、連絡先を明記）
※電話での申し込みは午前８時30分から午後５時までの間で受け付けます。
主催 （一財）高山市施設振興公社
問合 市公設地方卸売市場管理事務所　☎34‒1818　FAX34‒8979

卸売市場 夏休み親子見学会卸売市場 夏休み親子見学会

子ども大学オープンキャンパス
2019夏講座
　子ども大学は、自然エネルギーをテー
マとした体験学習プログラムです。
　炭焼き窯の原理や電気エネルギーの
創作を体験した後、講師に小

こ

林
ばやし

由
ゆ

紀
き

子
こ

さ
ん（NPO法人e-plus生涯学習研究所代
表理事）をお招きし、「地球をめぐる水～
しずくのぼうけん～ゲームで知る水の
お話」と題して講演いただきます。
日時  7月27日㈯　9:00～14:30
場所  赤保木町木の駅
対象  市内小学4～6年生
定員  40人
参加料  無料
申込  7月17日㈬までに TEL・FAX・MAIL
　　  またはQRコード
※案内チラシや申込書は HPからダウ
　ンロードできます。
問合 NPO法人活エネルギーアカデミー
☎080-9988-3348  FAX32-6044
Mail:info@enepo-takayama.com

盆踊り講習会
　盆踊りシーズンを前に、高山音頭や
飛驒やんさ、高山陣屋踊り（笠踊り）な
どの盆踊り講習会を開催します。
期間 ①7月20日㈯、②23日㈫
時間 両日とも19:00～ 21:00
場所 市役所（①2階201・202会議室、
　　　②3階行政委員会室）
※どなたでも参加できます（参加無料、
　事前申込不要）
　なお、高山陣屋踊りを希望する方は
　笠を持参ください。
問合 高山音頭会　☎33-6332

ジンサポぎふ 検索
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

募　　　集

いいね！地産地消推進会議フェイスブック　https://www.facebook.com/Tisantisyo.Hidatakayama
インスタグラム　https://www.instagram.com/takayama831/

  　　「飛驒をまるごと食べんかな！！」月間 驒飛 驒飛飛飛飛 驒飛 驒

高  山高 山

地消地消地産地産産地消地産地消
　市地産地消推進会議では、市民のみなさんや飛驒高山を
訪れる観光客のみなさんに地元で採れる野菜や牛乳、飛驒牛などのおいし
い食材を味わっていただこうと、8月と9月を「飛驒をまるごと食べんかな」
月間としてＰＲします。
　期間中、この活動に賛同し、地元食材を使ったメニューの提供や地元野
菜の特設コーナーの設置など、一緒にＰＲしていただけるホテルや旅館、民
宿、スーパー、飲食店など新規参画店を募集します。
＊窓口またはホームページにある申込書

　に必要事項を記入のうえ、窓口・FAX・
MAILで提出してください。

～新規参画店（サポーター登録）を募集中です～

問合 商工課　☎35-3144
         広報 ID 1002837

募集します 募集します 
推奨土産品推奨土産品

　市の推奨土産品として推奨を受けようとする、市内で製造される土産品（民・
工芸品、食料品）を募集します。
■参加資格
①土産品の製造業の方
　市内に営業本社を有し、土産品の製造工場または製造工程の一部もしくは全
部を製造委託している工場を高山市、飛驒市、白川村に有している方
②土産品の製造業者以外の方
　市内に在住、勤務、通学している方
■募集作品
　市内で販売されており、土産品として一定量の生産があり、飛驒高山にふさ
　わしく郷土色豊かな物
■申込方法
　商工課（本庁2階）の窓口、HPにある申請書に記入のうえ、作品を添えて7月
　31日㈬までに窓口へ　
※今回は推奨土産品のみの募集となります。新作土産品については12月ごろ
　に別途募集予定です。

東京2020オリンピック　聖火ランナー募集
　東京2020オリンピック聖火リレー岐阜県実行委員会では、2020年4月に県内
で実施するオリンピック聖火リレーのランナーを募集します。
期日 2020（令和2）年4月4日㈯、5日㈰　※時間未定
場所 県内11市町（高山市、中津川市、多治見市、八百津町、郡上市、下呂市、　
　　　各務原市、関ケ原町、大垣市、羽島市、岐阜市）
参加料 無料
定員 22人（書類審査により決定）
申込期限 8月31日㈯まで
問合  岐阜県聖火ランナー公募受付事務局
　　　☎050-5357-0352（平日9:00～ 17:00）
　　　HP：http://entry-2020relay-gifu.jp

2019夏 飛驒地域就職ガイダ
ンス（第2弾）参加企業募集
日時  8月19日㈪　13:30～16：00
場所  市民文化会館（昭和町1）
定員  60社程度
参加料  雇用促進協議会会員：無料
        非会員：1万円
申込 7月10日㈬までに TEL

問合 商工課　☎35-3144
         広報ID 1002848

人材確保育成事業
「ホテル業務体験」
就業体験者募集
対象 60歳以上の就業意欲がある県
　　　内在住者で、シルバー人材セン
　　　ターへ入会希望の方
期日  7月29日㈪
場所 ひだホテルプラザ（花岡町2）
定員 4人　 受講料 無料
申込 市民コーナー（本庁1階）や市シ
　　　ルバー人材センターにある申込
　　　書に必要事項を記入のうえ、7
　　　月16日㈫までに、 FAX・郵送

問合 県シルバー人材センター連合会
〒500-8145  岐阜市雲井町3-12
        ☎058-249-0228
        FAX058-248-9730
        市シルバー人材センター
        ☎32-8090

問合 市地産地消推進会議（農務課内）
　　  ☎35‒3141  FAX35‒3166
         Mail:noumu@city.takayama.lg.jp
        広報ID 1002629
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今号の人権標語　一人じゃないよ。笑顔でつなぐ友の声

身体障がい者補装具巡回相談
　身体に障がいがあり、補装具を必要
とする方を対象とした相談会を下記の
とおり開催します。参加希望者は事前
に福祉課までご連絡ください。
　なお、当日は身体障害者手帳と印
鑑、マイナンバーが確認できるものを
ご持参ください。
期日  7月22日㈪
時間  13:30～15:30
        （受付は15:00まで）
場所  市保健センター（花岡町2）
問合 福祉課　☎35-3356

身体障がい者相談会
　市から委嘱されている身体障がい者
相談員による交流・福祉相談会を開催
します（事前申込不要、参加無料）。
日時 7月22日㈪　13:30～15:00
場所  保健センター（花岡町2）
問合 岐阜県身体障害者相談員連絡協議会
         ☎058-273-1111（内線2543）

人権相談
申込  不要。直接会場へ
問合 協働推進課  ☎35-3412  各支所
●清見地域
日時  7月10日㈬　9:00～12:00
場所  きよみ館（清見町三日町）

行政相談
申込  不要。直接会場へ
問合  総務課  ☎35-3133  各支所
●高山地域
日時  毎週㈬㈮　13:00～16:00
場所  総合福祉センター（昭和町2）
●丹生川地域
日時  7月18日㈭　13:00～16:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  7月10日㈬　9:00～12:00
場所  きよみ館（清見町三日町）

「保育のしごと」体験バスツアー
　保育のしごとに興味・関心がある中
学生と高校生を対象に、保育園や大学
を見学するバスツアーを開催します。
日時  7月25日㈭　9:00～16:30
場所  岡本保育園（岡本町3）に集合
※解散場所は市役所となります。
内容  岡本保育園にて施設見学、子ど
　　　もとのふれあい
　　　中部学院大学関キャンパスにて
　　　学食ランチ、保育に関する講座、
　　　学生との交流など
定員  30人
申込  申込書を7月10日㈬までに子育
　　　て支援課（本庁1階）に提出
※申込書は子育て支援課にあります。
問合  子育て支援課　☎35-3140
　　　　岐阜県保育士・保育所支援センター
　　  ☎058-214-8902

京都大学飛驒天文台特別公開
　施設の公開と天体観望会を行い、京
都大学で行われている最先端の天文
学研究を、分かりやすく説明します。
日時  8月10日㈯　13:00～20:30
場所 京都大学飛驒天文台（上宝町蔵柱）
※自家用車の乗り入れができないため、
　JR高山駅、上宝支所から運行するシャ
　トルバス（有料）をご利用ください。運
　行ダイヤ等の詳細は、HPをご覧くだ
　さい。
定員 100人（申込多数の場合は抽選）
参加料  無料
申込  7月10日㈬までに京都大学飛驒
　　   天文台HPから申し込む
問合  京都大学飛驒天文台
　　　☎0578-86-2311

放送大学10月生募集
　放送大学はテレビなどの放送やイン
ターネットを利用して学ぶ通信制の大
学です。心理学・福祉・経済・歴史・
文学・自然科学など、幅広い分野を学
べます。
出願期間　９月20日㈮まで
●高山分室での大学説明会
日時 8月4日㈰　13:00～
問合  放送大学岐阜学習センター
　　  高山分室（市民文化会館内）
　　   ☎33-8333（内線46）

相 談 ご と 募　　　集

空き家無料相談会
日時 7月25日㈭　10:00～ 16:30
場所 市役所3階302会議室（花岡町2）
対象 市内にある空き家の所有者・管理

者、所有管理する見込みの方
定員 5組（1組50分）
申込  事前に TEL 参加料  無料
問合  建築住宅課　☎35-3176

働き方改革に関する出張相談
　働き方改革関連法が順次施行される中、企業の皆さまの新たな取り組みや各種
相談に応じるため、出張相談会を開催します。
申込  事前に TEL（事前申込が無くても相談いただけます）

問合  ぎふ働き方改革推進支援センター　☎ 0120-226-311

7月は「社会を明るくする運動」「青少年の非行・被害防止」の
強調月間です
◎社会を明るくする運動
　この運動は、すべての国民が犯罪の予防と罪を犯した人の更生について理解を
深め、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的なものです。
　次代を担う青少年を非行から守り、あやまちからの立ち直りを助けるため、皆様
のご理解とご支援をお願いします。
　取り組みへの理解と協力を求めるため、6月21日に高山保護区保護司会と高山
地区更生保護女性会が市役所を訪問し、市長に総理大臣と県知事からのメッセー
ジを伝達しました。
問合 高山保護区保護司会　高山更生保護サポートセンター　☎36‒0566
◎青少年の非行・被害防止全国強調月間
　青少年の健やかな成長のため、家庭や地域が一体となって、よりよい社会環境
づくりに努めましょう。
問合 生涯学習課　☎35-3155

会　　場 期　　日 時　　間
ハローワーク高山（上岡本町7） 7月12日㈮、26日㈮ 13:30～16:00
こくふ交流センター（国府町広瀬町） 7月9日㈫ 13:00～16:00
上宝支所（上宝町本郷） 7月16日㈫ 13:00～16:00
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時～7時・午後10時～11時

7月のこよみ
7月7日㊐ 飛驒千光寺８８トレイル（飛驒千光寺）
13日㊏ リサイクル資源回収（久々野社教リサイクル）
14日㊐ HAPPYラベンダーフェスタ（ウッドフォーラム飛驒）
20日㊏ 市内小中学校夏休み開始

全市いっせいラジオ体操
25日㊍ 福地温泉夏まつり（～ 8月25日・奥飛驒温泉郷福地）
27日㊏ ちょけらまいか大仮装盆踊り大会（さんまち通り）

栃尾温泉やまびこ花火大会（奥飛驒温泉郷栃尾）

司法書士無料法律相談
日時  7月20日㈯　13:00～17:00
場所 市民文化会館（昭和町1）
申込  7月18日㈭までに TEL
問合  岐阜県司法書士会事務局
        ☎058-248-1715

行政書士無料相談
日時  7月17日㈬　13:00～16:00
場所  市役所2階203会議室（花岡町2）
申込 事前に TELまたは直接会場へ
問合  岐阜県行政書士会
        ☎058-263-6580

不動産無料相談
日時  7月9日㈫　13:00～15:00
場所  宅建協会飛驒支部事務所
　　  （昭和町2）
申込  不要。直接会場へ
問合  岐阜県宅地建物取引業協会
        飛驒支部　☎36-1396

なんでも相談会
　弁護士や税理士、司法書士が不動産
問題や相続、税金、労働問題などにつ
いて無料相談会を開催します。
日時  7月20日㈯　9:00～12:00
場所 飛驒地区労働者福祉会館（名田町5）
定員  弁護士による法律相談は6人
申込  事前に TEL
        （7月16日㈫ 9:00から）
問合  岐阜県労働者福祉協議会飛驒
　　　支部　☎57-7211

福祉に関する相談
　福祉サービス総合相談支援セン
ター、地域包括支援センター、子ども
発達支援センターでは、福祉に関する
さまざまなご相談をお受けします。
日時  平日8:30～17:15
場所  市役所（花岡町2）

ハローワーク巡回職業相談
問合  ハローワーク高山　☎32-1144
申込  不要（高根地域を除く）
●高山地域
日時  平日常設　8:30～17:15
場所 市役所ワークサロンたかやま（花岡町2）
●丹生川地域
日時  7月4日㈭　13:00～15:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  7月5日㈮　13:00～15:00
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  7月26日㈮　13:00～15:00
場所  荘川総合センター（荘川町新渕）
●一之宮地域
日時  7月11日㈭　13:00～15:00
場所  一之宮支所（一之宮町）
●久々野地域
日時  7月12日㈮　13:00～15:00
場所  虹流館くぐの（久々野町無数河）
●朝日地域
日時  7月18日㈭　13:00～15:00
場所  燦燦朝日館（朝日町万石）
●高根地域
日時  7月19日㈮　13:00～15:00
場所  高根支所（高根町上ケ洞）
申込  予約制:7月17日㈬までに TEL
        高根支所　☎59-2211
●国府地域
日時  7月3日㈬　  10:30～12:00、
 　　　　　　　　　13:00～15:30
場所 こくふ交流センター（国府町広瀬町）
●上宝・奥飛驒温泉郷地域
日時  7月25日㈭　13:00～15:00
場所  上宝支所（上宝町本郷）

心配ごと相談
日時  毎週㈬㈮　13:00～16:00
　　  （祝日除く）
場所 総合福祉センター（昭和町2）

結婚相談
　ご利用に当たっては、事前登録をお
願いします。（広報ID 1001399）
問合  協働推進課　☎35-3412
　　 リチェネット結婚サポートセンター  
　　　（市結婚相談所委託先）
        ☎0576-52-2022
●高山地域
日時 7月2日㈫、30日㈫  12：30～15：30
　　 7月9日㈫、18日㈭、23日㈫　　
　　 17:30～20:30
場所  総合福祉センター（昭和町2）
●丹生川地域
日時  7月10日㈬　9:00～12:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  7月10日㈬　13:30～16:30
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  7月9日㈫　9:30～12:30
場所  荘川福祉センター(荘川町新渕）
●一之宮地域
日時  7月3日㈬　13:00～16:00
場所  飛驒位山文化交流館(一之宮町)
●久々野地域
日時  7月17日㈬　13:30～16:30
場所  虹流館くぐの(久々野町無数河）
●朝日地域
日時  7月17日㈬　9:00～12:00
場所  燦燦朝日館(朝日町万石）
●高根地域
日時  7月24日㈬　14:00～17:00
場所 高根福祉センター(高根町上ケ洞）
●国府地域
日時  7月3日㈬　17:30～20:30
場所 こくふ交流センター（国府町広瀬町）
●上宝・奥飛驒温泉郷地域
日時  7月23日㈫　9:30～12:30
場所  上宝支所（上宝町本郷）

29日㊊ 平湯温泉猿満まつり（～ 8月2日・奥飛驒温泉郷平湯）
31日㊌ 第62回飛驒高山花火大会

相 談 ご と

《今後の予定》
にゅうかわ夏まつり（8月3日）
アルコピアひまわり園（8月3日～ 15日）
新平湯温泉 奥飛驒・夏物語（8月9日～ 18日）
朝日ふるさと夏祭り（8月10日）
第28回ローラースキーみや大会（8月11日）
飛驒一之宮・納涼夏祭り（8月14日）
ひだ桃源郷くぐの納涼夏まつり（8月15日）
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TEL／0577‒32‒3333㈹
FAX／0577‒32‒7000 （市長室直通）
FAX／0577‒35‒3174 （広報情報課直通）

E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
HP／http://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/
防災行政無線の内容は電話でも確認できます
☎0180-995-690

市長室市長室へへ
　ようこそ　ようこそ
●市民と市長の面談日

市長室直通ＦＡＸもご利用ください
ＦＡＸ●３6‒2060

問合先　秘書課 ☎35-3130

※事前にご予約ください

高山市公式YouTubeチャンネル
ケーブルテレビの番組「ハイ、市役所です」はインターネットでもご覧いただけます。
市ホームページ「行政情報」の動画コーナー

広 報広 報
市長だより長だよ
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た
宿
泊
施
設
の
生
産
性
向
上
研
修
に

若
手
幹
部
候
補
社
員
を
派
遣
。
受
講
し
た
社
員
は
、
他
の
社
員

と
と
も
に
研
修
で
定
め
た
目
標
を
毎
日
振
り
返
り
な
が
ら
業
務

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

―
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
ん
で
す
よ
。
期
待
に
応
え
て
く
れ
た
こ

と
が
本
当
に
う
れ
し
い
―

と
目
を
細
め
る
有
巣
さ
ん
。
大
切
な
お
客
様
と
社
員
、
そ
し
て

高
山
市
の
た
め
、
三
方
よ
し
の
心
で
尽
く
し
ま
す
。

　

６
月
９
日
に
開
催
し
た
第
8
回
飛
驒
高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ

ラ
ソ
ン
で
は
、
過
去
最
多
の
３
，５
１
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
こ

の
地
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

１
，４
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
心
温

ま
る
お
も
て
な
し
と
市
民
の
皆
様
の
沿
道
で
の
ご
声
援
に

よ
り
、
大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め

ま
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
も
各
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
回
し
た
後
、
ゴ
ー

ル
会
場
で
完
走
し
た
２
，７
８
３
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
お
迎

え
し
、
お
一
人
お
ひ
と
り
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

過
酷
な
コ
ー
ス
を
走
り
終
え
た
ラ
ン
ナ
ー
は
口
々
に
「
声

援
の
お
か
げ
で
頑
張
れ
た
」「
来
年
も
走
り
た
い
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
横
断
幕

を
手
に
声
援
を
送
り
続
け
る

皆
様
の
姿
。
こ
れ
は
市
が
目

指
す
都
市
像
「
活
力
と
や
さ
し

さ
の
あ
る
ま
ち
」
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
や
さ
し
さ
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
ま
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て

輝
き
続
け
る
よ
う
、
私
も
全

力
で
走
り
続
け
ま
す
。

午後1時30分～4時15分
7月22日㈪

や
さ
し
さ
に

　
　

満
ち
あ
ふ
れ
た
ま
ち

有
あ り

巣
す

栄
え

里
り

子
こ

さん
本陣平野屋　花兆庵　女将

　県は県内で活躍する女性や子育てを応援する企業を
平成26年から認定。うち、市内には23人の女性と3つ
の企業があります。高山で活躍する“みなさんの今”を
連載で紹介します。

「三方よし」の心で
接していきたい

高山で活躍する
みなさんの今輝

か が や

く女
ひ

性
と

シリーズシリーズ
最終回最終回


